
漫才師・祇園がミライの教育を体感小学生が能楽師・辰巳満次郎さんと体験

大使３人が24組の「枚方感じる曲」を審査

　１月 27日、関西外
国語大学で「ミライの
教育を体感」をテーマ
にした市の教育イベン
トGIGAフェスが開催されました。人工知能（Ａ
Ｉ）ChatGPT の活用や、希少生物の生態学習、
海外からの留学生との交流などを 307 人の小中
学生らが体験。市ＰＲ大使の漫才師・祇園も子ど
もたちに混じって先端教育を体験しました。ツッ
コミ担当の櫻井さんがChatGPT に「漫才つくっ
て」とお願いすると即座にネタが考案され、即興
で披露するも、ややウケ。相方の木﨑さんが「俺
らの実力と思わんといてや。ネタは人間が考えた
方が面白いな」と強がる場面も。祇園の２人は参
加者と触れ合いながら学ぶことの面白さについて
笑いを交えて紹介していました。

　１月 28日、市ＰＲ大使で宝生流能楽師の辰巳
満次郎さん（写真左）を講師に迎えた能楽ワーク
ショップが総合文化芸術センター本館で開かれ、
小学生など約 60人が参加しました。祝儀曲とし
て知られる「高砂や」を参加者全員で歌ったり、
すり足や床を強く踏む足拍子などの所作を学んだ
後、足袋をはいて舞に挑戦したりしました。「能
は出演者や舞台装置も少ない引き算の芸術。想像
力を使って楽しんで」との辰巳さんからのアドバ
イスのもと、能の一場面も鑑賞しました。香里ケ
丘から参加した小学３年生の男の子は「声の出し
方に迫力があった。出ている人が少なくても、ど
んなお話か伝わってきてすごい」と驚いていまし
た。

　１月27日、枚方カラオケフェスティバルが総合文化芸術
センター別館で開かれ、出場者24組がそれぞれの「枚方を
感じる曲」を歌いました。市ＰＲ大使の川﨑麻世さんと上田
和寛さん、辰巳真理恵さんが審査し、曲ごとに上田さんが「目
を閉じて聞き入った」、辰巳さんが「他の曲も聞きたい」など
コメント。最優秀賞には、熱意の込もった歌い方で「夜明け
のうた」（歌・宮本浩次さん）を歌い川﨑さんから「枚方への
思いが伝わった」と評価された彭越洋（ほうえつよう）さん（右
写真）が選ばれました。彭さんは「枚方は歌詞の通り、愛す
る家族の笑顔に会える街。中国から移住した自分に希望をく
れた枚方は今では私のふるさとです」と笑顔で話しました。

AI考案の漫才ネタややウケ

活躍しています！市PR大使
能って何？
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自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラスト
を大募集。▶応募　メールまたは市ホームペー
ジの専用フォームに住所・氏名（ペンネーム希望
の場合はペンネームも）・年齢・電話番号・メール
アドレス、作品の説明・題名を書いて作品データ
を添付し広報プロモーション課
（kouhou@city .h irakata.
osaka.jp）へ。詳細は市ホームペー
ジ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブッ
クやインスタグラムで公開します。

専用フォーム
はこちら

「ひかり」

　今月号の表紙写真は、藤阪在住の八尾
浩史さん（65歳）が令和５年３月に山田
池公園で撮影。「春を感じられるミモザ
が好きでこの時期には必ず撮影に行き、
元気をもらっています。ぼかしをいれる
ことでふんわりとした花の雰囲気を表
現しました。」

週末になると海や山へ出かけ、遊んだ後は家族や
友人20人ほどで清掃を行っている。「きれいな海だ
と思っても近づくとペットボトルなどのごみがたく
さんある。みんなで集めると１分くらいでごみ袋が
満杯になるんです」

アウトドアが好きな両親の影響で幼少期から自然
の中で遊び育った。環境問題に関心を持ったのは数
年前に動画で見たウミガメの姿がきっかけだ。スト
ローが鼻に刺さり暴れる姿に「人間のせいで海の生
き物がこんなにも苦しんでいるんだ」と衝撃を受
け、自分にできることをしようと海岸の清掃を始め
た。海洋プラスチック問題に関する本で2050年には
海の中は魚よりもプラスチックが多くなる見込みだ
と知ると、より多くの人に協力してほしいとの思い
から当時通っていた小学校で「みんなにプラスチッ
ク問題を伝えたいので10分だけ時間をください」と

先生に頼み込んだ。発表を聞いた友人は今も清掃活
動に協力してくれている。小学校５年生の時には社
会貢献活動などを発表するコンテストで日本代表に
選ばれ世界大会に出場。海外では同年代の参加者が
本の出版などをしていることを知り、自分も事業を
したいと親と開業の方法を調べ翌年に「SEE THE 
SEA」を立ち上げた。妹と一緒にTシャツなどのチ
ャリティーグッズをデザインし、イラストにはプラ
スチック問題啓発のメッセージを込めた。グッズは
ホームページなどで販売し、売り上げは海の保護活
動を行う個人や団体に寄付している。

国連で社会問題についてスピーチをした女優のエ
マ・ワトソンさんに憧れ、現在は保護活動のほかダ
ンスや英語などにも励んでいる。「世界で活躍する
女優になって、もっと多くの人に海のことを伝えら
れる発信力のある人になりたいです」

伊藤　凛さん
◆いとう　りん　11歳で海の保護活動を行う
SEE THE SEAを開業。社会貢献に基づくコンテ
スト、ミス・プリティーン・インターナショナ
ル初代日本グランプリ、世界大会日本人初入賞。
牧野本町在住。13歳。

海を守るため起業した中学生
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